
山
陰
あ
れ
こ
れ

番
外
編

令
和

年

月

日
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愛
読
し
て
い
る
『
楽
し
い
わ
が
家
』

酒

井

董

美

た
だ

よ
し

『
楽
し
い
わ
が
家
』
は
全
国
信
用
金
庫

協
会
が
発
刊
し
て
い
る
Ａ
５
判

ペ
ー
ジ
の

34

月

刊

誌

で
あ
る
。
コ
ン
パ
ク
ト
で
は
あ
る

が
、
内

容

は
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に
富

ん
で
お

り
、
総
合
誌
と
い
っ
て
よ
く
、
そ
の
時
々
の

社
会
の
出
来
事
や
話
題
を
捉
え
て
お
り
、

な
か
な
か
重
厚
な
味
わ
い
を
持
っ
て
い
る
。

筆
者
は
外
出
す
る
折
、
時
間
待
ち
な
ど
を

利
用
し
な
が
ら
、
こ
の
雑
誌
を
開
い
て
読

む
こ
と
に
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
同
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
本
誌
を
紹
介
し
て
い
る
。

「
各
界
の
専
門
執
筆
陣
に
よ
り
、
随
筆
、
コ
ラ
ム
、
詩
、
地
域
情
報
、
民
話
、
マ
ン
ガ
、
生
活
メ
モ
や

料
理
な
ど
、
生
活
に
潤
い
を
与
え
る
情
報
を
幅
広
く
提
供
し
て
い
ま
す
。
／
か
さ
ば
ら
な
い
Ａ
５
サ
イ

ズ
で
、
待
ち
時
間
や
バ
ス
・
電
車
の
中
で
も
気
軽
に
読
め
ま
す
。
／"
小
さ
い
の
に
読
み
ご
た
え
十
分
の

内
容
で
す
。
」
…
…
。
先
に
筆
者
の
感
じ
た
表
現
が
、
そ
う
違
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
こ
れ
で
理
解
い

た
だ
け
た
で
あ
ろ
う
。

こ
の
全
国
信
用
金
庫
協
会
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
昭
和

年
（
１
９
４
５
年
）

月

日
に
設

20

11

1

立
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
９
月
号
を
見
る
と
第

巻

号
と
あ
る
の
で
、
創
刊
さ
れ
た
の
は
昭
和

年

71

9

27

と
い
う
長
い
歴
史
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
原
則
と
し
て
全
国
の
信
用
金
庫
の
店
頭
に
置
か

れ
、
希
望
者
に
配
布
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
筆
者
も
長
年
の
愛
読
者
の
一
人
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
だ
け
の
歴
史
で
あ
る
か
ら
、
掲
載
記
事
に
も
決
ま
っ
た
も
の
が
あ
り
、
読
者
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
て
い
る
。
表
紙
裏
に
は
カ
ラ
ー
写
真
と
解
説
で
「
世
界
遺
産
」
が
あ
る
。
次
の
ペ
ー
ジ
に
は
下
４
分
の

１
に
目
次
。
そ
の
上
は
「
心
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
と
し
て
エ
ッ
セ
イ
が
爽
や
か
で
あ
る
。
他
の
定
番
記
事
は
、

「
海
か
ぜ
山
か
ぜ
」
（
ふ
る
さ
と
短
信
）
２
ペ
ー
ジ
〔
以
下
の
数
字
は
ペ
ー
ジ
数
を
示
す
］
、「
ホ
ー
ム
ジ
ャ

ー
ナ
ル
」
（
３
）
、「
お
父
さ
ん
の
気
持
ち
」
（
１
）
、「
お
役
に
立
て
ば
」
（
１
）
、「
小
さ
な
暮
ら
し
の
足
跡
」

（
１
）
、「
テ
レ
ビ
彩
時
記
」
（
２
）
、「
よ
し
な
し
ご
と
」
（
１
）
、「
パ
ン
ド
ラ
の
匣
」
（
１
）
、「
日
本
の
民
話
」

（
３
）
、「
え
と
じ
の
た
ま
ご
と
じ
（
漫
画
）
」
（
１
）
、「
こ
と
ば
の
窓
」
（
１
，
５
）
、「
う
た
っ
て
楽
し
く
」

（
０
，
５
）
、「
わ
が
家
の
本
だ
な
」
（
２
）
、「
雲
子
の
詩
帖
か
ら
」
（
１
）
、「
ホ
ー
ム
サ
イ
エ
ン
ス
」
（
１
弱
）
、

「
介
護
」
（
１
）
、「
ギ
リ
シ
ャ
神
話
」
（
１
）
、「
堀
江
さ
ん
ち
の
○
○
料
理
」
（
２
）
、「
歴
史
の
な
か
の
お

金
の
話
」
（
１
，
５
）
、「
読
者
の
ペ
ー
ジ
」
（
１
，
５
）
…
と
、
な
か
な
か
盛
り
沢
山
な
の
に
驚
か
さ
れ
る
。

筆
者
の
立
場
で
は
、「
日
本
の
民
話
」
に
は
関
心
が
深
く
、
井
出
文
蔵
氏
の
イ
ラ
ス
ト
も
楽
し
み
で
、

欠
か
さ
ず
愛
読
し
て
い
る
が
、
編
集
者
も
筆
者
を
知
っ
て
く
だ
さ
っ
て
お
り
、
実
は
平
成

年
を
皮
切

12

り
に
こ
れ
ま
で

話
（
島
根

話
、
鳥
取

話
）
を
筆
者
は
提
供
し
て
お
り
、
近
く
ま
た
寄
稿
の
予
定

16

8

8

で
あ
る
。
民
話
以
外
で
も
エ
ッ
セ
イ
も

回
寄
稿
し
た
。
い
つ
し
か
『
楽
し
い
わ
が
家
』
と
筆
者
と
は
、
切

3

っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

『楽しいわが家』9月号表紙


